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ロックウェル絵画の読み解き方
泉谷　淑夫
　本論は，筆者が実践している鑑賞授業における絵画作品の読み解きの例として，ロックウェ
ルのイラストレーションを取り上げ，造形的なアプローチから作者の作画意図を読み解いて
いく有効な方法を提示するものである。具体的には受講者との対話形式や比較鑑賞の方法を
用いて，受講者の発見を促し，意見や疑問を取り上げながら徐々に作画意図に迫っていくプ
ロセスを紹介している。その過程を通して，写真と絵画の関係や造形の奥深さを明らかにす
ることをねらっている。特に元写真や下絵と完成作の比較鑑賞は，これまでにない実践例で
あり，筆者独自の造形的視点が示されている。
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はじめに
　美術鑑賞の対象としてイラストレーターのロック
ウェルを取り上げることは一般的ではないだろう。
多くの場合対象として取り上げられるのは，「純粋
美術」と呼ばれる領域の作品群であり，それらは美
術史に登場したり，美術館に実物が収蔵されていた
りする。このためそれなりの権威付けがすでになさ
れているので，鑑賞の際にも「芸術を受容する」と
いう受け身の姿勢になりがちである。その点大衆美
術や商業美術の世界では，作品はいわば消耗品であ
るから，それらを鑑賞の対象に据えてもあまり見構
える必要はない。気楽に作品を見ることができ，自
由に意見を述べやすいという都合の良い面がある。
　では大衆美術や商業美術の世界の作品が，純粋美
術の世界の作品よりも芸術として劣っているのかと
いうと，決してそんなことはない。両者は活躍の場
が違っていたり，異なるメディアに載っていたりす
るだけで，作品の質の良し悪しは別問題である。た
とえばミュシャのポスターや装飾パネルは，今でも
多くの人々を魅了しているし，パリッシュが晩年に
カレンダー用に描いた夢幻的な風景画は，今日その
価値をより高めている。浮世絵版画のことを思い浮
かべてもよい。歌麿の美人画は女性の複雑な内面ま
でも表しているし，北斎にいたっては，1999年『ラ
イフ誌』のアンケート「この千年で最も偉大な業績
を残した世界の百人」に，唯一の日本人として選ば
れている。これらの事実が物語るものは「優れた作
品は活躍した舞台とは関係なく，良いものは良いの
である」という至極当たり前の真実である。
　教室などで行われる今日の美術鑑賞教育に求めら
れているものは，いかに鑑賞者の主体性を引き出し，
様々な意見を交換しながら作品の読み解きを深めて
いくか，ということである。その目標を達成する一
案として，これまで筆者は鑑賞対象として絵本，マ
ンガ，アニメ，ポスターなどを積極的に取り上げて
きた。それらの授業は受講者の反応も良く，授業者
も手応えや充実感を得られることが多かった。その
理由としては鑑賞対象が権威付けされていない分，
敷居が高くないこともあって意見が出やすいという
面もあるだろうが，そもそも作品自体に相応の魅力
がなければ，積極的に意見を述べようという気には
ならないものである。ここで言う「作品自体の魅力」
とは，「作品の持つ豊かな造形性」のことである。
作品に込められた意味内容とは別に，絵画を成り立
たせている造形的要素やその背後にある作者の造形
意図のことである。これを自由かつ適確に読み解い
ていくことで，鑑賞力が身に付き，美術をより深く
味わい，理解することができるようになるのである。
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ではロックウェルの絵画には一体どんな魅力がある
のだろうか。
Ⅰ．ロックウェル絵画の性格と魅力
　言うまでもなくロックウェルの絵はイラストレー
ションであり，多くの人々に何かを確実に伝えてい
くことを使命とした絵である。その類の絵は普通そ
の使命を果たした後は忘れられていく運命にある。
しかしロックウェルの絵はそうはならなかった。今
でも多くのアメリカ人はロックウェルの絵の中に，
古き良きアメリカを，自信と幸福感に充ちたアメリ
カを見るという。つまりロックウェルの絵はアメリ
カン・ドリームを垣間見させてくれるタイムマシン
なのである。なぜ消耗品のはずのイラストレーショ
ンがそのような形で生き延びることができたのだろ
うか。その答えはロックウェルの絵に宿る性格にあ
る。それはロックウェルの絵がイラストレーション
としての性格，すなわち「分かりやすさ」を体現し
ながらも，単なる図解としての役割（説明）に終わ
ることなく，綿密に計算された造形的工夫によって，
人々の心に深くメッセージを届けることができる魅
力（表現）を生み出しているからである。絵そのも
のに魅力がなければ，純粋美術の世界だろうと大衆
美術の世界だろうと，ロングセラー作家となること
はできない。このような経緯から，本論ではロック
ウェルのイラストレーションをあえて「絵画」と表
記することとした。
　ではロックウェル絵画の魅力とはなんだろうか。
それは極めて写真的でありながら，写真にはない温
かさを持っていることである。特に1940年代以降の
作品群にその傾向が強い。それ以前の作品群も楽し
いイラストレーションではあるが，かなりマンガ的
な誇張が顕著で，長く見ていると過剰な演出が鼻に
ついてくる。言わば「子供向けの甘すぎるお菓子」
といったところである。その点1940年代以降の作品
群は，場面設定が鑑賞者の思考を促すようになって
いて，何度も見ているうちにより理解が深まってい
くような趣がある。その理由は，ロックウェルがイ
ラストレーションの制作において場面や配役を周到
に準備し，完成段階でも作品に最後の「微妙だが決
定的な演出」を施しているからである。そうであれ
ばその演出部分を明らかにし，そこにピンポイント
に迫ることで，ロックウェル絵画の造形の秘密と作
画の意図に触れることができるはずである。本論で
は，対話形式や比較鑑賞という方法を使って作品へ
の造形的なアプローチを試みる鑑賞授業の実践例を
Ⅲで紹介し，ロックウェル絵画の真髄に迫る過程を
明らかにしいく。
Ⅱ．日本におけるロックウェルの受容と認識の変化
　ノーマン・ロックウェル（1894～1978）は20世紀
を通して活躍したアメリカのイラストレーターであ
る。その温かみのある作風は日本でも人気が高く，
一般の人々にもポストカードやカレンダーを通して
多くの代表作が知られている。しかし日本での初個
展が渋谷のパルコで開かれた1974年当時は，まだ一
部の人々のみが知る存在で，入場料も無料であっ
た。翌1975年パルコ出版局から翻訳版の作品集が出
て，１）少しずつ知られるようになっていくが，本格
的な個展が開かれたのは1992年のことであった。２）
東京，大阪，名古屋を巡回したこの個展には原画の
油彩画がかなり出展されていたので，ロックウェル
の画家としての技量に対する評価も高まっていく。
次いで1997～98年にも本格的な個展が開かれ，前回
の３都市の他，千葉，新潟，広島にも巡回し，主要
作品の原画が数多く公開されることとなる。３）この
ような動向と並行して，洋書ではあるがロックウェ
ルの画業の詳しい紹介や作品研究に特化した文献も
次々と刊行されるようになり，それまで雑誌の表紙
などの印刷物でロックウェルを評価していた向きに
も，極めて新鮮で魅力ある資料の数々を目にする機
会が訪れたのである。４）その中で筆者が注目したの
は，ロックウェルが本制作の前に絵の構図を決める
ために撮影した元写真や，本制作の直前に描いた精
密な下絵や習作の類である。それらは作家としての
ロックウェルの周到さを物語ると共に，彼の創作の
過程を紐解く貴重な資料として筆者の研究心を揺さ
ぶった。と同時に，鑑賞教育に携わる者としても，
これを鑑賞の授業に使わない手はないと即座に思い
至ることとなる。こうして筆者のロックウェル研究
と鑑賞方法にも大きな変化が生じていく。
　それまではロックウェルの描写の正確さと精密さ
に感心することが多かった。それはロックウェルが
週刊誌の表紙の原画を，過去の巨匠のように，わざ
わざ乾きが遅い油彩絵具で描いていたことに対する
興味から来ていたのかもしれない。しかし元写真や
下絵の存在を知ると，ロックウェルが用いる全体の
構図，特に画面への対象の取り込み方や裁ち落とし
方，人物同士の距離や視線というものを強く意識す
るようになった。それは鑑賞の視点が変わったこと
を意味する。つまり押さえるべき鑑賞ポイントとし
て，構図という造形の核になる要素が重要なものと
なってきたのである。何故なら構図にこそ作者の表
現意図が大きく反映されるからである。それを理解
した上で，様々な演出の工夫を読み解いていくと，
より正確に作者の表現意図を明らかにすることがで
き，「創作活動の追体験」という貴重な経験を鑑賞
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によって味わうことができるようになるのである。
特にロックウェルの場合は，元写真や下絵から完成
作への移行で様々な変更を加えている。それらの変
更意図を探っていくと，思わず造形の本質に触れる
ことができる場合がある。またロックウェルの絵は
普遍的なテーマに基づくメッセージを伝えるため
に，画面に描かれた物や事に明確な意味づけがされ
ているタイプの絵なので，教師と受講者の対話形式
で物語性や造形性を読み解いていく鑑賞の授業にも
適している。その読み解きに関する具体的な内容を，
以下に詳しく紹介してみたい。
Ⅲ．実践例
　ここではロックウェルの代表作の中から10作品を
選び，スライドショーを使った映像による鑑賞授業
の実践を，作品の読み解きに焦点を合わせて紹介し
ていく。10作品の選出基準は，それらが内容的にも
造形的にも読み解きがいがある作品であること，鮮
明な図版が準備できること，そして比較鑑賞の場合
は比較対象となる元写真や習作や下絵の資料がそ
ろっていることなどである。授業時間は90分が普通
であるが，60分で実施した例もある。１作品の読み
解きにかける時間は，15分から30分である。方法は
受講者との対話形式が中心となるが，造形的な押さ
えをしていく場合は，教師からの解説が加わること
もある。
１．単独作品の鑑賞
（１）トリミングによる臨場感の演出と視線が生む
緊張感
　ロックウェルの1940年代以降の作品に共通する特
色のひとつに場面のクローズアップの手法がある。
これは通常の場面設定の空間をぎりぎりまで切り詰
めて提示する方法で，トリミング（部分の拡大）と
言ってもよい。そのねらいは臨場感の演出にあり，
絵を見る人を画面の中に引き込む効果がある。また
ロックウェルは登場人物の視線を主題とすることが
よくある。そしてその情景を極めて精緻な写真的描
写で再現することで，画面に緊張感を生み出すこと
に成功している。これらのしかけが最も成功した例
として筆者が授業で取り上げているのは，以下の２
作品である。
　①《覗き見》1944年　※図１
　この絵を見るとロックウェルが1940年代以降，絵
画表現を自家薬籠中のものとしたということがよく
わかる。そうでなければこのような視点や究極のト
リミングを絵に持ち込むことはできない。授業では
そこに踏み込む前に，まず絵の全体をしばらく眺め
させた後，絵に描かれた情景の確認から対話を始め
る。「描かれているのはどんな場面か」「なぜ少女は
そんなポーズをしているのか」「右側に描かれた手
は何か」等の質門をして答えを引き出しながら，情
景の理解を共有していく。その後，「なぜ場面をギ
リギリまでトリミングしたのか」「トリミングによっ
てどんな効果が生まれているか」という問いで一気
にこの作品の核心に迫っていく。その過程でこの絵
の隠れた造形的テーマについても考えさせ，「視線
の強調」を理解させていく。
　この作品は立っている乗客の視点で狭い列車内を
捉えている。それはこの絵を見る鑑賞者の視点でも
あり，車内の狭さがトリミングによってより際立
ち，自ずと臨場感が高まる構図となっている。見下
ろした角度で主人公の少女と，少女が好奇心いっぱ
いに見つめる対象（若いカップル）が描かれている。
少女の視線は極限まで接近している若いカップルの
頭部に鋭く固定されている。固定されているため少
女の両目とカップルの頭部の間には，目に見えない
強いラインが感じられる。そしてそのラインは画面
の右上から左下に向かう対角線とほぼ重ねられてい
る。これらがこの絵の造形性を読み解く第一段階で
ある。
　少女の視線から少し目をそらして画面の右端を見
ると，そこに手だけが描かれている。この手は切符
を検札にきた車掌の手である。顔は描かれていない
ので表情はわからないが，今まさに若いカップルか
ら切符を預かり，そこに検札印を押そうとしている
図１《覗き見》
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のだろう。車掌の手だけを描くことで，検札業務を
無視したようなカップルの態度がより強く伝わって
くる。よく見れば顔が描かれているのは少女だけで，
すべてが少女の視線に集中するようにするためのト
リミングであり，構図作りであることがわかる。こ
れがこの絵の造形性を読み解く第二段階である。
　②《食前の祈り》1951年　※図２
　1950年代に入るとロックウェルはシビアな路線の
代表作を次々と発表していく。それらは社会的な問
題を含んでいることも多く，描写も極めて精緻であ
るという共通点を持っている。中でもこの絵の出来
は出色である。田舎から都会に出てきたと思われる
老婦人とその孫が，レストランで食事をする前に祈
りを捧げている場面である。ここがこの絵では「見
られる対象」となっている。左奥の立っている男性
客も，左手前の座っている男性客も，窓際のテーブ
ルの相席の若者二人も皆，予想外に出くわした祈り
の行為に視線が釘付けになっている。当然この視線
に鑑賞者も巻き込まれ，老婦人と少年をじっと見つ
めることとなる。その効果に一役買っているのがこ
こでも画面の枠による大胆なトリミングである。特
に左手前の座っている男性の裁ち落とし方がすご
い。右目ギリギリのところで横顔を切っている。ち
なみに画集によってはこの裁ち落とし方の意味に注
意を払わず，無造作に目まで裁ち落して印刷してい
る例もある。作家がそれを見たら，さぞかしがっか
りすることだろう。
　一方，この行為に頓着しない存在もしっかりと描
かれている。しかしロックウェルは，その存在をま
たしても巧みに隠す。《覗き見》と同様に右端で大
胆に裁ち落された人物がそれである。この人物はレ
ストランの給仕であると思われるが，見えている部
分から判断すると残された使用済みの食器を片づけ
ているのだろう。ここでも顔が見えないことで，か
えって黙々と働く様子が伝わってくる。このあたり
の効果も《覗き見》と同様である。ではこの絵の主
人公は誰なのか。これは《覗き見》とは逆で，見て
いる側ではなく，見られている側の老婦人と少年だ
ろう。とりわけ，少年の華奢な後姿の描写は秀逸で
ある。首をかしげたポーズで椅子の右側に寄って座
る様子は，都会での不安と老婦人への依存を表して
いて，二人の頭部が接している辺りは演出家ロック
ウェルの真骨頂である。
　授業では「場面」や「状況」を質問した後，人物
の構成から隠された主題としての「視線」を導き出
していく。その過程で外の天気（雨が降っているの
で画中にも傘が描き入れられていて，窓は煙ってい
る）や右端で切り取られた人物の正体や効果も探っ
ていく。さりげなく逆さに書き入れられた窓の文字
も，この場面と画面を引き締めていることに気づか
せていく。
（２）人物の距離や視線が生み出す無言の心理劇の
演出
　ロックウェルは複数の人物を描くことを苦にしな
いタイプの画家である。普通複数の人物を描く時は，
登場人物の関係性を心理的にも造形的にも自然に見
せるための苦労をするものである。しかしロック
ウェルは作画の前に写真を活用して構図を練ること
で，この問題を巧みにクリアーしている。多くの場
合，写真の段階で人物の配置や表情に関してはかな
り研究されていて，油彩画の段階でも人物はほぼ写
真通りに描いていることが多い。その結果，画面に
は絶妙の距離感や心理劇が展開されることとなる。
授業ではその優れた例として以下の２点を取り上げ
ている。
　①《息子の旅立ち》　1954年
 ※図３－１，図３－２
　この絵を読み解くのは実に楽しい。なぜなら初見
では絵が発するメッセージはすぐにはわからないも
のの，周到にヒントが隠されているので，それらを
発見しながら読み解いていけば「正解」にたどりつ
けるからである。そういう意味で対話形式の鑑賞に
適した作品とも言える。この過程を楽しむために，
授業ではあえて絵の題名は伏せておき，読み解いて
いく過程で，タイミングを見て明かすことにしてい図２《食前の祈り》
－ 61 －
ロックウェル絵画の読み解き方
る。以下，授業の流れに沿いながら読み解いていき
たい。この絵もギリギリのトリミングがなされてい
るため，場所の特定から始めなければならない。ロッ
クウェルはヒントとして左端に赤い布とカンテラを
描いている。これらは列車の事故などの緊急時に用
いられる用具であることから，ここが田舎の小さな
駅であることが推測される。そうなると二人が腰掛
けているのは駅のベンチのように思われるが，よく
見ると背後にトラックの車体の側面やタイヤの一部
が描かれているので，どうやら運転席のステップの
ようである。ちなみにこの絵の下絵では場面は駅の
待合室であり，二人は椅子に腰かけているので，完
成作の段階でロックウェルは情景設定を大きく変え
たことになる。授業ではこの下絵はまだ紹介してい
ないが，二人の座る場所がトラックのステップに変
わったことで，鑑賞者の絵の読み解きが一段と深ま
るだろうことは間違いない。
　次は二人の人物の関係と状況の読み解きである。
二人の接近した座り方から見ても，他人ではなく父
子であることがわかる。服装は父親が作業着で息子
は背広である。息子の足の間にはトランクと厚い本
が置かれているので，おそらくは田舎から都会の大
学へ進学するための旅立ちだろう。息子の視線は左
側の遠くを眺めている。その視線の先には，ほどな
く到着するはずの都会行きの列車の姿があるに違い
ない。希望に満ちた眼差しである。それに対し父親
の表情は決して晴れやかではなく寂しげである。一
人息子なのだろう。その手元を見ると帽子をふたつ
握っている。一つは自分の作業帽，もう一つは息子
の帽子である。ここに息子と離れがたい父親の心境
を読み取ることができる。そのためか視線は息子と
は反対の方をおぼろげにさまよっている。タバコを
くわえたその表情は，列車が来ないことを期待して
いるかのようである。
　一方，息子の方は手元に何か小さな包みを抱えて
いる。こちらは母親が持たせてくれた弁当だろう
か。ロックウェルは画面に登場しない人物までも暗
示しようとしている。包みを抱える手元に重なるよ
うに描かれた飼い犬の表情も，母親の気持ちを代弁
しているかのようにまた寂しげである。実は最初の
構想スケッチでは，息子の隣に母親が包みを抱えて
寄り添うように座っている。しかしそれではあまり
にも感情表現があからさまで，想像の余地のない絵
になってしまうと判断したのだろう。結局，母親は
登場しないことで画面に奥深さが出たのである。
　このように多くのことが一枚の絵から読み取れる
作品も珍しい。一つの画面に長い物語を封じ込めて
しまうロックウェルの周到な演出にはまさに脱帽で
ある。ちなみに原題は邦題よりもストレートで，《引
き裂かれる家族の絆》となっている。
　②《ニューフェイス》1967年
 ※図４－１，図４－２
　1964年に『ルック誌』に移ってからのロックウェ
ルは，アメリカの抱える社会的な問題を積極的に画
題として取り上げるようになる。そのため絵を読み
取る側からすると，読み取りがいのある作品という
ことにもなる。この絵では「引っ越してきた新しい
隣人」という主題の背景に，黒人差別という根深い
社会問題が横たわっている。授業では造形面の大き
な処理からアプローチし，次第に細部の表現意図へ
と迫っていく。
　この絵はまず構図に大胆かつ巧妙なトリミングが
用いられている。画面前景右側に引っ越し用の大き
なトラックが横付けされている。その車体の壁面で
図３－１《息子の旅立ち》
図３－２《息子の旅立ち》部分
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不要な遠景を遮断し，画面前掲の子どもたちに目を
向けさせている。この画面処理は同時に，引っ越し
てきた黒人兄妹の周囲を新しい居住区の景色が囲い
込み，彼らを迎える側の白人の子どもたちの周囲を
黒人兄妹の荷物を積んだトラックの車体が囲い込む
という手の込んだ対照性を生み出している。対照性
は彼らが飼っているペットにも発見できる。黒人の
兄妹は白い猫を，白人の子どもたちは黒い犬を，と
言う具合である。
　もうひとつの大きな仕掛けは，一見さりげなく描
かれた二本のコンクリート通路の仕切り線にある。
白人の子どもたちは二本のラインの内側にいる。正
確には画面右側のライン寄りに立っている。これに
対し黒人の兄妹は，画面左側のラインに近づいてい
るが，まだその外側にいる。これは単なる偶然では
ないだろう。何故ならこの二本以
外には仕切り線は画面に描かれて
いないからである。二本の線で仕
切られたエリアは，この白人居住
区を象徴していると思われる。そ
こに黒人が入れるかどうかがこの
絵の真の主題なのである。だから
こそロックウェルは二つのグルー
プの立ち位置と距離を決めるの
に，このラインを設定したのだろ
う。
　ではこの二組のグループは今後
仲良くやっていけるのだろうか。
彼らの間には視線の交錯と微妙な
距離がある。少なくとも引っ越し
たばかりの今は，お互いに警戒し
ている雰囲気が感じられる。特に
黒人の兄妹の表情は硬い。一方白
人の子どもたちを見ると，兄妹と
見受けられる野球のユニホームを
着た少年とその後ろの少女の姿勢
が前屈みであることに気づく。こ
れは黒人の兄妹に対する関心とと
もに友好の気持ちの現れだろう。
さらに二つのグループの将来を明
るく感じさせるものがある。それ
はどちらのグループも野球の用具
を持っているので，野球を通した
交流が行われるのではという期待
を持たせる。また前述のペットの
色の対照も，「異なる肌の色の交
流」を予感させる要素でもある。
ロックウェルはこのように周到な
場面設定をした上で，この絵を見る者に重いテーマ
を投げかけているのである。
　しかしロックウェルの演出の凄みはこれだけに留
まらない。その演出はよほど注意深い人でしか気づ
かないようなところで展開されている。画面の左奥
の背景を，目を凝らして見てみよう。手前から二件
目の家の窓のカーテンが少し開いているのが見え
る。さらによく見ると，カーテンの隙間から一人の
女性が手前の情景をのぞき見ているのがわかる。こ
こにアメリカの黒人問題の根深さが語られている。
柔軟な子どもたちと異なり，大人たちの心は頑なで，
警戒心はより強いのである。画面手前の子どもたち
の様子に少しほっとした後，この細部を発見した時
の驚きは何とも言いようがない。背筋がぞっとする
ような気分にさせる恐ろしいしかけなのである。
図４－１《ニューフェイス》
図４－２《ニューフェイス》部分
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見せ，題名を伏せて「何が起こっているのか，描か
れている状況を読み取りなさい」という最初の質問
をする。これに対しては珍答も含めて様々な説が飛
び出すが，「サンタクロースの衣装を偶然発見して
しまった子どもが，サンタクロースが家の中にいる
誰か，おそらくはパパであることに気づいてしまっ
た」という正解にほどなく辿り着く。絵をよく見れ
ば整理ダンスの上にさりげなくパイプが描かれてい
る。ロックウェルの絵には必ず「答え」のヒントが
隠されているのである。
　場面の共通理解ができたところで，今度は元写真
を並べて紹介し，「元写真と完成作を比べて違いを
発見しなさい」という次の質問をする。それまでに
完成作の方はよく見ていたので，今度の質問に対す
る答えは速い。答えは「子どもの後ろの整理ダンス
の高さ」である。元写真では三段の引き出しが付い
た整理ダンスだが，完成作ではこれが四段のものに
変えられている。そこで「なぜ三段から四段に変え
たのか」という質問をする。これも少し考えた上で
「タンスを大きくすることで相対的に子どもを小さ
く見せようとしている」という答えが返ってくる。
そこで改めて両者を見比べると , 子どもの表情や体
つきも，元写真よりも完成作の方がより幼く見える
ので，そこにも注視させる。最後に「この子どもの
表情から彼が何と言っているのかを想像しなさい」
と尋ねると，これも色々な意見が出て面白い。ちな
みに筆者なら「あっ！パパがサンタだったんだ !?」
という吹き出しを付けてみたい。
　②《家出》1958年　※図６－１，図６－２
　題名を伏せて「何が起こっているのか，描かれて
いる状況を読み取りなさい」という最初の質問をす
る。答えはほぼ全員がわかる。そういう意味では大
２．二つの作品の比較鑑賞
（１）元写真と完成作の比較
　比較鑑賞には色々な方法があるが，ここでは「類
似作の比較」の一例として，ロックウェルが制作の
ために用いた元写真と完成作との比較を試みる。
ロックウェルは油彩で描く前にモデルと背景のセッ
トを入念に準備し，それを一定の角度から撮影した
写真を元に絵を描いていくという手の込んだ方法を
とっている。元写真と完成作は往々にしてそっくり
な場合が多いので，この比較は「よく似た作品間に
微妙だが決定的な違いを発見することで作画の意図
に迫る」というねらいを持った鑑賞となる。私の考
えではこれが鑑賞力を高めるには極めて有効な方法
でもある。ロックウェルの場合はスーパーリアリズ
ム絵画と異なり，元写真に何らかの「味付け」をし
ているので，写真と絵画の違いを考えたり，クール
な写真からどのようにしてホットな絵画が生み出さ
れるのかというロックウェル芸術の神髄に触れたり
する貴重な機会ともなる。
　①《大発見》1956年　※図５－１，図５－２
　この絵はロックウェルの代表作の中でもよく知ら
れた名作のひとつである。誰もが経験しただろう
「サンタクロースに関する子ども時代のほろ苦い記
憶」を描いているので，若い人から年配者まで苦笑
させる力を持っていると思われる。ただし完成作を
見ているだけでは「ただの面白い絵」で終わりかね
ない。しかし，この絵の元写真と比較することで，
ロックウェルが完成作に施した重要な変更点とその
意図を瞬時に読み取ることができ，ロックウェルの
演出というものに関心を抱くはずである。そのため
授業では比較鑑賞の最初に置き，目と頭のトレーニ
ング的な位置づけをしている。まずは完成作のみを
変わかりやすい絵ではあ
る。「家出した少年が捕
まえられて，郊外の簡易
食堂で警察官に諭されて
いる場面」である。その
共通理解ができたところ
で元写真を並べて見せ
る。そして次に「元写真
と完成作を比べて違いを
発見しなさい」という質
問をする。これに対して
はいくつかの答えが返っ
てくる。こちらが期待し
ているのは警察官と少年
の距離であるが，それよ図５－１《大発見》元写真 図５－２《大発見》完成作
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りもカウンターの奥の人物が若い男から年配の男に
変えられていることや少年のポーズが変えられてい
ることの方に目がいきがちである。それはそれとし
て，これらにもロックウェルの細やかな心遣いが感
じられるので，対話形式で「正解」を導きだしてい
く。カウンターの奥の人物に関しては，「若い男よ
りも苦労をしている年配の男の方が，その場に居合
わす人物としてはふさわしいと判断した」が「正
解」だろう。何故ならこの男のタバコをくゆらす余
裕しゃくしゃくの顔には，家出をした少年の気持ち
も含めて「すべて俺には分かっているよ」という自
信に満ちた表情が浮かんでいるからである。また少
年のポーズの変更に関しては「手を前で組ませるこ
とで，まだ心を完全には開いていないという少年の
心理を伝えようとした」というところだろう。
　では肝心の警察官と少年の距離の方はどうだろう
か。これは確実に完成
作の方が近づいている
とわかる。正確には警
察官の上半身がより少
年の方に傾いているの
である。二人の間の距
離を詰めた理由は，警
察官からの働きかけを
視覚的に強調するため
だろう。そしてもうひ
とつ，二人が近づくた
めの重要なしかけがあ
る。よく見ると警察官
の背中が元写真に比べ
てかなり広くなってい
るのである。おそらく
ロックウェルの意図は
肩幅と背中を広くする
ことで，「この警察官に
少年を包み込むような
心の広さと頼りがいの
ある大人のイメージを
つけさせたかった」の
ではないだろうか。こ
のように登場人物の距
離を構図上で周到に計
算する手法は , ロック
ウェルならではのもの
である。
　③《鏡の前の少女》1954年
※図７－１，図７－２
　この絵も元写真と比較することで，ロックウェル
の作画の意図が探れるよい教材である。質問は「元
写真から完成作への移行で変更した点とそのねらい
は何か」である。多くの人は画中の鏡の大きさが小
さくなったこと，そして鏡に映っていた人物の後姿
や周囲の様子が消されていること」にまず気づく。
その意図も「余計な情報を消して , 見る人の視線を
画面の少女に集中させること」とわかる。また「鏡
のそばに人形が転がされていること」や「少女の膝
に雑誌のグラビアが広げられていて，女優らしき女
性の写真が見えること」，「足元には化粧道具がおか
れていること」も発見できる。その意図に関しても ,
前者は「もうお人形人形遊びをする年頃ではないと
いう少女の心理」を象徴し，後者ふたつは「素敵な
図６－１《家出》元写真
図７－１《鏡の前の少女》元写真
図６－２《家出》完成作
図７－２ 《鏡の前の少女》完成作
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女優の姿にあこがれる思春期の少女の心理」を表し
ているという解釈でよいだろう。
　しかしこれらは絵が伝えようとするメッセージに
関する読み解きであって，これで終わってはロック
ウェルの作画の意図を十分に読み解いたとは言い難
い。実はこれ以外にも造形的な面での重要な変更ま
たは修正が行われているのだが，こちらはなかなか
気づきにくい。これは多くの鑑賞者がどうしても絵
の内容的なことに関心が向いてしまう傾向を表して
いて，造形的な面への関心を高めることが，これか
らの鑑賞教育の大きな課題であることに気づかせて
くれる。ではこの絵における「造形的な面での重要
な変更または修正」とは何かというと，それはまた
しても画中の「二人」の距離にある。よく見ると元
写真では鏡の中の少女と現実世界の中の少女が明確
に離れているが，完成作では両者は微妙に重なり
合っている。なぜロックウェルはそのように変えた
のか。これは絵の構図の密度に関する配慮なのであ
る。そうすることでひとつは「画中の二人の少女が
一体化する」という効果が生まれる。元写真では二
人の少女は左と右に完全に分かれてしまっていて，
鑑賞者の視線も分断されてしまう。と同時に「二人」
の少女の間に画面を二分してしまう見えない線が絵
を分断してしまうのである。この絵の一通りのセッ
ティングを終えた時点で写真を撮ったロックウェル
は，絵を弱めてしまう，その致命的な欠点に気づい
たのだろう。その修正はおそらく鏡の丈を縮め，映っ
ている余計な情報を取り去る作業と並行して行われ
たものと思われる。
　この修正には細かい点であるが，少女の着ている
衣装の丈も関係している。元写真では見えていた少
女の膝小僧が完成作では巧みに隠されている。その
結果，本体と鏡の中の衣装の裾がくっつき，より一
体感が生まれているのである。さらに少女の印象が
品良くなったことも間違いない。ちなみにこの修正
は絵の上で行われる前に，別の元写真の段階で「衣
装替え」という方法で行われていたこともわかって
いる。
　④《婚姻届》1957年　※図８－１，図８－２
　この絵はロックウェル作品の中でもより写真的
で，格調の高い雰囲気を醸している。おそらくその
要因は，これまで紹介した多くの作品に比べ，ぎり
ぎりのトリミングをしていないことにあると思われ
る。絵の情景と鑑賞者との間に一定の距離が保たれ
ていることが，この場面を近寄りがたい神聖なもの
としているのである。場面の性格に応じて鑑賞者と
の距離が自在に生み出せる構図法は，ロックウェル
の豊かな才能を窺わせるもののひとつであり，すで
に見てきた数々の演出の妙と合わせて，彼が優れた
映画監督にもなれたのではないかと思わせる部分で
ある。しかしこの絵はあまりにも完成されているの
で，単独で見ているとすべてが当たり前のように思
えてしまう。それはベラスケスの《ラス・メニーナ
ス》を見た時の印象にも似ていると言える。しかし
元写真と比較するとロックウェルの様々な工夫が見
えてきて，この絵により親しみが増してくる。ただ
し，一見しただけでは元写真通りに油彩で描いてい
図８－１《婚姻届》元写真 図８－２《婚姻届》完成作
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るかのように見えてしまう。それは絵の中心となる
三人の人物の配置とポーズをまったく変えていない
ためである。
　そこでよく見ていくといくつかの変更点が次々と
見えてくる。授業ではそれらを整理して大きなもの
から取り上げ，順次検証していく。意外に気づかな
いのは画面の縦横の比率の変化である。これは画面
の左側に旧式のストーブが付け加えられたことに
よってもたらされたもので，これが入ったために絵
の幅が横に広がり，画面がゆったりとしたものに変
わったのである。ただしストーブの色彩が周囲の家
具類と同系なため，これが目立つということはない。
現在の若者はこれが石炭を入れて炊くストーブであ
ることを知らないが，この絵の内容面からすると，
この場面にストーブを加えた意味は大きい。女性の
服装から季節は初夏と推測されるが，古いデザイン
のストーブがあるために，とかく冷たくなりがちな
役所の空気がだいぶ温かいものに変えられているか
らである。似たような意図で付け加えられたものが，
右下の猫である。婚姻届への署名を待つ役人の退屈
そう雰囲気を，この猫がかなり和らげている。もう
ひとつ，元写真の冷たい印象を変えるのに役立って
いるのが，窓から見える外の景色である。赤茶の煉
瓦の色彩と光に映える緑の葉が , 暖かい日差しを感
じさせてくれる。さらには窓辺に置かれた一輪の赤
い花も同様である。
　こうして見ていくと，この絵でロックウェルは全
体の構図や人物の設定を写真で厳密に行い，雰囲気
作りや細やかな演出は，油彩での本制作で楽しみな
がら行っているように思われる。写真を元に絵を描
く作業は，実際にやってみると意外にしんどいこと
が分かるが，この絵のように油彩で描く時に色々な
要素を付け足しながら，徐々に絵を完成していくよ
うにすると，その過程も随分と楽しいものになるよ
うな気がする。これは写真を制作に活用していた
ロックウェルならではの工夫だったのかもしれな
い。そのような意味でこの絵の元写真に加えたあら
ゆる変更の中でも，最も洒落たものがある。それは
婚姻届に署名している二人の真上にあるカレンダー
の日付である。これが何故か１日から11日に変えら
れている。この意図を考えるのは実に楽しい。ひと
つの答えはこの絵の主役であるカップルに合わせ
て，「１」ではなく「11」にしたのだろう，という
もの。ロックウェルは最小の努力で最良の効果を生
み出したことに大きな満足を得たに違いない。
（２）習作と完成作の比較
　習作と完成作の比較が元写真との比較と異なる点
は，習作は元写真で固まった構想に基づいて描かれ
るので，より完成作に近い造形的意図を持っている
ため，そこからの変更にはそれなりの大きい理由が
あると考えられることである。これは絵に完璧を求
めるロックウェルの強い意志が成せる業であるが，
油彩で色を施していく段階に入っても，ロックウェ
ルの意識の中には構図などの不備がないかを気にか
ける用心深さがあったことを窺わせるものでもあ
る。鑑賞の授業においてそこに触れることは，芸術
創造の厳しさを伝え，感動の原因を探る貴重な機会
となるだろう。
　《シャッフルトンの理髪店》1950年
※図９－１，図９－２
　《婚姻届》以上に主役たちが画面の奥に引きこもっ
ているのが，この作品である。画面の八割以上を占
めているのは，前面に描かれた閉店後の理髪店の仕
事場である。この空間が果たしている意味は大きい。
第一にこの部屋の状況説明が詳細に語られているこ
と。第二に鑑賞者と主役たちを隔てることで，奥の
部屋が何人も入り込めない“聖域”であることが強
調されていること。第三に手前を暗くすることで奥
の部屋の明るさを印象的なものにしていることであ
る。それでは最初からロックウェルがこのようにし
ていたのかというと，それが違うのである。油彩に
よる習作と見比べてみると，ロックウェルが完成作
を描く際に，大きな変更を加えていることが分かる。
ちなみにこの習作との出会いは，毎年暮れに発売さ
れるロックウェルのカレンダーがもたらしてくれた
ものである。５）
　授業でこの点を質問すると，手前の部屋をかなり
暗くしたことにはすぐに気づくものの，画面の最前
面にガラス窓を描き入れたことに気づく者は意外と
少ない。ではロックウェルは何故そのような変更を
加えたのだろうか。それは習作の状態だと奥の部屋
の場面を見ている人は，猫と一緒に仕事場に居るこ
とになってしまうからである。それでは親密な仲間
内でのコンサートという設定が崩れてしまう。この
コンサートはあくまで仕事を終えた後の趣味的な楽
しみでなくてはならない。それを身近で見たり聴い
たりできるのは飼い猫だけなのである。そこでロッ
クウェルは解決策として最前面に窓ガラスを描きこ
むことで，鑑賞者をあえて画面の外に追い出したの
である。その結果，鑑賞者は通りからふとこのガラ
ス窓を覗き，偶然この神聖な光景を垣間見る幸運を
得たという温かい気持ちになれるのである。ガラス
窓の効果はそれだけに留まらない。窓の桟の十字が
加わることによって，習作ではやや散漫だった画面
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が引き締まり，ガラス窓の上部に「BARBAR」の
文字を，ガラス窓の右下に割れ目を入れたことで，
透明な窓の存在がより確実なものとして感じられる
ようになったのである。
　この絵の光の効果と空間構成はフェルメールを彷
彿させるものがある。ここで筆者が思い浮かべる
フェルメールの絵は《恋文》と題された小品である
が，この絵以外にも，ロックウェルがフェルメール
から学んだと思われる作例は少なくない。６）ちなみ
に TASHEN 社から出版されている『ノーマン・ロッ
クウェル』の著者であるカラル・アン・マーリング
は，同著の中でこの絵について「今も批評家の間で
ロックウェルの最高傑作との誉れ高い作品」と紹介
した上で，その画面効果を「魔術的な写実性」と称
し，ベラスケスの《ラス・メニ－ナス》と比べてい
るほどである。そして「この作品における空間のイ
リュージョンと照明効果は，カヴァーイラストに求
められる水準を，はるかに超えてしまっている。」
と記している。７）筆者もまったく同感である。と同
時にロックウェル絵画の造形的な工夫とその効果
を，ここまで読み解いた上できちんと評価すること
こそが，ロックウェルの類稀なる才能と渾身の努力
に敬意を表すことになると思うのである。
（３）下絵と完成作の比較
　ロックウェルは写真でイメージに近い構図や人物
のポーズを決めた後，その写真からさらに精密な下
絵を起こしていくこともある。この場合は色を付け
ない白黒の素描であるが，完成度では油彩画の完成
作にも決して劣ってはいない。そこまでイメージを
固めていても，やはり変更点は出てくるものなので
ある。このことはどんなに優れた才能を持っていて
も，人間の決定には常に読み違いが付き物であるこ
とを私たちに教えてくれる。と同時に ,　改めて描
きなおすことのできるロックウェルの真摯な作画姿
勢にも頭が下がる。そういう意味でも最後に紹介す
る実践例は，鑑賞の醍醐味を味あわせてくれるもの
と言えるかもしれない。
　《メリー・クリスマス，・・・》1950年　
※図10－１，図10－２
　これまで紹介してきたどの作品も，ロックウェル
の代表作と呼ぶにふさわしいものであったが，「絵
を読み解く楽しさ」という点では，この作品に勝る
ものはないのではないか。その理由をこれからの読
み解きで明らかにしてみたい。まず完成作を見せ，
描かれた場面がどのようなものであるかを推測させ
る。クリスマスの話であることは誰でもすぐ分かる
が，家族と思われる５人組がどこの家を訪ねたのか，
または自宅に帰ってきたのかは，意外にはっきりし
ない。しかし，しばらく見ていると５人は玄関先で
止まっていて，一番前の幼児が上に向かって何か叫
んでいるので自宅に帰ってきたのではないと分かっ
てくる。そこで誰を訪ねたのかを考えさせる。親類
の家，友達の家，祖父母の家と答えはまちまちであ
る。その結論は後で出すとして，一通り画面を把握
したところで，この絵の題名の一部《メリークリス
マス》を知らせ，それからこの作品の下絵を出す。
図９－１《シャッフルトンの理髪店》習作 図９－２《シャッフルトンの理髪店》完成作
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　いよいよ比較鑑賞の始まりである。問いは「下絵
と完成作を比べて違っているところを発見し，変更
した理由を考えなさい。」である。変更点は脚立や
それに乗っている人，飾りの入った箱，さらには隣
の部屋への通路とそこから出てきたと思われる猫が
消されていることである。これらはクリスマスの準
備中を意味するものなので，ロックウェルが当初は
そのような状況設定をしていたことがわかり興味深
い。しかし完成作ではそれを大きく変え，すっかり
準備が整った状況設定にした。ではその意図は何か。
ここでもう一つの重要な変更点が関係してくる。そ
れは注意深く見ていないと気づかないかもしれな
い。階段の手摺りの位置と向きである。下絵ではた
だ右下に添え物のように描かれていたにすぎない手
摺りが，完成作では２階への方向性を強く主張し，
さらに一番手前の幼児の体と重なることで，幼児の
発した言葉が２階の住人に届くように感じられるよ
うになったことである。つまりロックウェルは，画
面には登場していない人物に鑑賞者の注意を向けさ
せるべく，準備中の煩雑さを取り払い，手摺りの位
置を変えたのである。こうして全員が視線を２階の
方向へ向けた５人の家族に集中できるような構図と
なったわけである。
　そこでもう一度「彼らが訪ねてきたのは誰なのか」
が重要な問題となってくる。授業ではこの段階で
「この絵の真の主役は誰なのか」を考えさせること
になる。それまでは画面に描かれた家族の中で一番
目立っている幼児が主役だと思っていた者も，ロッ
クウェルの仕掛けた２階の住人への注意喚起によっ
て，にわかに主役の特定に忙しくなる。この答えは
様々である。祖父母，祖父，祖母という意見が多い
が，中にはサンタクロースという奇抜な意見も出て
くる。果たしてロックウェルはそのヒントを画面上
に残したのだろうか。それは下絵から描かれ，完
制作でも変更されていない犬である。変更しなかっ
たということは，そこに明確な意味と意図が込めら
れているということである。この犬の解釈も最初は
色々で，この家族が連れてきたという風に受け取る
者もいる。しかしそうではなく，この犬だけが他の
５人とは反対を向いていることから，犬は２階にい
る誰かの「代理人」と捉えるべきなのである。その
犬の首に赤いリボンが付けられていることから，２
階の住人は「一人暮らしの祖母」という風に解釈す
るのが妥当だろう。
　この絵の解釈はさらに続く。２階の住人が一人暮
らしの祖母と分かった時点で，ようやくこの絵の題
名のすべてを紹介する。それは《メリー・クリスマ
ス，おばあちゃん，ぼくらは新車のプリモスできた
よ！》というものである。なんとこの絵はクルマの
宣伝広告に使われたものだったのである。真の主役
であったはずの「おばあちゃん」の背後に，５人の
家族を乗せてきた「新車のプリモス」が控えていた
とは，まさに驚きである。この絵の鑑賞の最後に，
新車の宣伝で新車の影すら描かなかったロックウェ
ルの意図を考えさせると面白い。これも色々な意見
が出るが，ロックウェルはおそらく「こんなやさし
い気持ちを持った，幸せいっぱいの家族が乗るのに
ふさわしいクルマ」というイメージを伝えたかった
図10－１《メリー・クリスマス》下絵 図10－２《メリー・クリスマス》完成作
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のだろう。この絵を見て温かい気持ちになった人に，
プリモスの新車にも同様のイメージを持たせるとい
う手の込んだしかけなのである。最初はクルマが描
かれていないことに不満を漏らしたかもしれないク
ライアントの社長も，この絵の意図を完全に理解し
た時，大満足な顔をしたにちがいない。まさにロッ
クウェル，恐るべしである。
おわりに
　本論で紹介したロックウェル絵画の読み解きは，
大学の一般教育科目『美術鑑賞入門』や教育学部の
専門科目『美術鑑賞』，社会人を対象とした『放送
大学面接授業』，さらには現場の教員のための『免
許状更新講習』などの講義で，この５年以内に実施
されたものである。受講者たちの反応は極めて良く，
ロックウェルの作品を読み解くことで鑑賞に目を開
かれたという受講者も少なくない。最新の『免許状
更新講習』でも，「比較鑑賞でロックウェルの絵の
読み解きをやって，自分がこれまで何でロックウェ
ルの絵が好きだったのかがよくわかった」という感
想がいくつも聞かれた。普通「好き」という感情の
理由を人はあまり問わない。「好きだから好き」で
済ましていることが多い。しかし絵の読み解きを通
して好きな作品を多角的に分析すると，「好きな理
由が分かる」という新たな総合の段階に踏み込むこ
とができる。これは筆者が常々提案している鑑賞の
目的「作品を通して自己を知る」ことに他ならない。
ちなみにロックウェルの作品はこれらの講義でテキ
ストとして使用している拙著『美との対話－鑑賞へ
の誘い－』にも大きく載せている。その作品は授業
では導入に使っているため，本稿では取り上げな
かった《通行止め（交通渋滞）》という題のユーモ
ラスな絵である。８）このテキストを使って「好きな
作品調査」を行うと，この作品は同著の他のページ
に載せている上田薫の《なま玉子 B》という作品
と共に，毎回のように１位か２位を争うほど人気が
高い。何回やっても似た結果になるので，ある時か
ら二人の作家に敬意を表し，カリキュラムを変えて
まで特別授業を組んでいるほどである。その授業の
タイトルはずばり『写真と絵画』である。そして上
田薫を「クールな表現」，ロックウェルを「ホット
な表現」と対照的に位置付けて，写真を元にしても
こんなに違う絵画世界が生まれる面白さを伝えてい
る。上田は写真にできるだけ何も付け加えないが，
ロックウェルは積極的に色々な演出を加えていく。
上田が取り上げるのは人間以外の身近な物の一瞬の
姿だが，ロックウェルの関心事は人間生活に潜む普
遍的な思考や感情である。
　これはどちらがすごいかという比較ではなく，異
なる方法で写真よりも魅力的な世界を作り上げてい
る点に注目させている。その中でロックウェルのす
ごさは，写真的な描写を駆使しながらも，出来上がっ
た作品には「人間臭さ」が充満していることである。
ここに「写真のような絵にどんな価値があるのか」
という写真と絵画をめぐる美術史的な課題に対する
ひとつの「答え」があるように思われる。すなわち
それは「画家が写真を使いこなすこと」である。私
たちが優れた実写映画を見ている時に，目の前の映
像を機械が撮ったものだとは意識していないことに
似ている。ロックウェルの絵も同様で，写真をあく
まで元の資料として使いこなすことで，人間的な高
い完成度を得たのである。その画面は一言も発しな
いが，鑑賞者の耳には画面から会話までが聞こえて
くるのである。このような特性を持ったロックウェ
ルの絵画を鑑賞教育に活用しない手はないのである。
　最後に本論は , 「平成21・22・23年度科学研究費
補助金・基盤研究（Ｂ）課題番号2133021『日本美術・
西洋美術101』を生かした鑑賞学習の授業モデル及
び視覚教材の開発」研究成果報告書（研究代表者：
滋賀大学教育学部教授　新関伸也）に集録した拙論
『鑑賞授業におけるロックウェル絵画の読み解き方』
に加筆・修正したものであることをお断りしておく。
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